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「不当処分取り消しを求める金崎裁判」勝利確定

原告の勝利声明
都教委は私に対する横暴で理不尽な権力の乱用を謝罪し、直ちに名誉の回復を

原告 金崎 満

１ ２月２３日、最高裁判所は「上告を受理しない」との決定を行い、本日私の元に送達され

ました。これにより私への懲戒処分及び分限処分を取り消すと判断した東京高裁判決が確定

しました。このような勝利をみなさんに報告出来ることを大変嬉しく思います。

これも裁判勝利のためにさまざまにご支援をいただいた多くの方々のおかげであると、心

より感謝申し上げます。

東京都が申し立てた上告を最高裁が受理しなかったのは、東京都教育委員会の異常な学校

介入や裁量権の濫用など、横暴な教育行政をきびしく断罪した当然の判断です。

２ 高裁判決は、最大の争点であった情緒障害児の学級編制問題について、私の主張を全面的

に受け入れ、懲戒処分については、「社会通念上著しく妥当を欠いて裁量権を濫用して発せ

られた違法なものであり…」と都教委の主張を退けました。そして分限処分については、

「一部根拠のない事実を前提とし、考慮すべきでない事項を考慮し、裁量権の行使を誤った

結果発せられた違法な処分である」と認め、都教委の杜撰な処分をきびしく断罪しました。

高裁判決は、「そもそも情緒障害児学級は、情緒障害を持つ生徒のうち、問題行動や集団

不適応が顕著で現行の学級編制や教育課程では教育的な対応が十分にできない生徒を対象と

するものである」とし、現行の制度が不十分であるために、様々な創意工夫をしながら実践

をすすめてきた七生養護学校の教職員の努力を認めたものでした。子どもの発達保障を願う

学校の創意・工夫や教職員の努力を評価したという点で、きわめてすぐれた判決でした。

３ そもそも私への処分は、七生養護学校における性教育への攻撃を発端としたものでした。

しかし「校長から教諭への降任、停職一ヶ月」という異例で厳しい処分の理由に「不適切な

性教育」という文言はありませんでした。きわめて短時間での処分の発令（２００３年９月

１１日）、翌月にはあの悪名高い「国旗・国歌の実施に関する 10・23通達」が出されるなど、
私への処分はきわめて政治的で異例な処分であったのです。

つまり都教委の施策をくまなく周知徹底させるために、私はその見せしめとして処分され、

最大限「活用」されたのです。私への処分は当初から不当だったのです。

４ 私の裁判は、都教委の露骨な教育介入や不当な学校支配などの教育行政を告発するととも

に、教育における教職員の自主性・自立性を取り戻し、教育に自由と民主主義を確立してい

くたたかいでもありました。現在の学校現場での深刻な事態を打開し、これからの教育のあ

り方を問うきわめて重要なたたかいでした。

それだけに最高裁の上告不受理決定は、都教委の異常な教育行政に決定的な打撃を与える

とともに、日々呻吟している学校現場へ大きな励ましを与えるものと確信しています。

私は、子どもたちのために本来の教育や学校を取り戻し、教育に自由と民主主義を確立し

ていく上で、最高裁が示した判断の意義はきわめて大きいものがあると考えます。

東京都は、「上告不受理」を謙虚に受け止め、直ちに確定判決に従うとともに、これまで

の権力的な教育行政を改めるよう強く要求します。そして 都教委は私に対する横暴で理不

尽な権力の乱用を謝罪し、直ちに名誉の回復措置を行うよう強く求めます。


